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陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

③
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
し
て
い

る
こ
と

④
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

⑤
住
宅
の
屋
根
お
よ
び
屋
上
へ
の
設
置
に

適
し
て
い
る
こ
と

　

補
助
金
額
▼
構
成
す
る
太
陽
電
池
容
量

の
最
大
出
力
値
（
単
位
Kw
、
小
数
点
以
下

第
１
位
未
満
は
切
捨
て
）
に
２
万
円
を
乗

じ
た
額
と
し
、
７
万
円
が
限
度
と
な
り
ま

す
。

　

補
助
対
象
と
な
る
高
効
率
給
湯
器
お
よ

び
補
助
金
額
▼

①
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
３
万
円

②
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）
２
万
円

③
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器
（
エ
コ
ウ
ィ

ル
）５
万
円

④
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
器
（
エ
コ
ワ
ン
）

５
万
円

⑤
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

５
万
円

　

申
請
方
法
▼
補
助
金
交
付
申
請
書
に
、

次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

①
経
費
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
工
事

請
負
契
約
書
ま
た
は
見
積
書
の
写
し

②
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
最
大
出
力
が

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

③
高
効
率
給
湯
器
は
、
機
器
の
仕
様
お
よ

び
規
格
が
判
別
で
き
る
書
類
の
写
し

④
現
況
（
施
工
前
）
写
真
お
よ
び
案
内
図

額
（
百
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）
と

し
、
１
万
円
が
限
度
。

　

申
請
方
法
▼
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
除
去
費
補

助
金
交
付
申
請
書
兼
報
告
書
に
、
次
に
掲

げ
る
書
類
を
添
え
て
、
環
境
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
予
算
の
範
囲
を
超
え
た

場
合
は
締
め
切
り
ま
す
。）

①
巣
の
除
去
に
伴
う
領
収
書
の
写
し

②
ス
ズ
メ
バ
チ
の
種
類
お
よ
び
除
去
前
の

巣
が
確
認
で
き
る
写
真

⑤
前
年
度
分
の
市
町
村
税
納
税
証
明
書

　

申
請
書
は
、
環
境
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
開
始
▼
４
月
11
日
㈮
午
前
９
時
か

ら
環
境
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
並
び
に
生
活

環
境
お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る

た
め
、
単
独
浄
化
槽
・
汲
み
取
り
便
槽

か
ら
合
併
浄
化
槽
に
転
換
す
る
人
に
補

助
を
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
▼
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お

い
て
、
専
用
住
宅
に
既
存
単
独
処
理
浄
化

槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
槽
を
使
用
し
て
い

る
人
が
、
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

な
お
、
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
し

て
い
る
場
合
、
設
置
工
事
が
完
了
し
て
い

る
場
合
、
ま
た
は
公
共
事
業
に
伴
う
物
件

の
移
転
補
償
を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
設
置
工
事

着
手
前
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
額
▼

　
【
転
換
費
用
】
①
５
人
槽
：
33
万
２
千

円
②
６
～
７
人
槽
：
41
万
４
千
円
③
８
～

10
人
槽
：
54
万
８
千
円

　
【
処
分
費
用
】
転
換
と
と
も
に
転
換
前

　

市
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
高
効
率

給
湯
器
の
設
置
者
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
金
申
請
資
格
▼

①
市
内
に
住
宅
を
所
有
す
る
人

②
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
人

③
設
置
す
る
建
築
物
の
敷
地
お
よ
び
建
築

物
な
ど
に
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準

法
の
違
反
が
な
い
人

④
当
該
年
度
の
３
月
20
日
㈭
ま
で
に
実
績

報
告
書
が
出
せ
る
人

⑤
申
請
後
、
設
置
工
事
に
着
手
す
る
人

⑥
同
一
世
帯
で
同
一
建
築
物
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
は
、
一
機
器
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
▼

①
電
力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
の

あ
る
系
統
連
結
を
し
て
い
る
こ
と

②
電
池
容
量
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太

の
既
存
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
汲
取
り
便
槽

を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
処
分
に
要
し
た

費
用
に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満
切
捨

て
）
も
し
く
は
上
限
６
万
円
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
基
数
▼
予
算
の
範
囲
内
と
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
新
規
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
補

助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

対
象
地
域
の
確
認
や
申
請
書
類
の
受
け

取
り
つ
い
て
は
、
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
類
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

市
税
や
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場

合
は
、
収
税
課
ま
た
は
取
り
扱
い
金
融
機

関
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
直
接
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
窓
口
で
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

※
口
座
振
替
は
、
申
し
込
み
の
翌
月
末
以

降
の
納
期
分
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
お
早

目
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
収
税
課

桶
川
市
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
設
置
費
補
助
制
度
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
近
年
凶
暴
化
し
市
民
生
活
の

安
全
を
脅
か
す
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
除
去

す
る
た
め
、
そ
の
委
託
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　

補
助
金
申
請
資
格
▼

①
市
内
で
居
住
す
る
建
物
が
あ
り
、
当
該

建
物
ま
た
は
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
巣
の
除

去
を
す
る
こ
と
（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
集
合
住
宅
を
除
く
）

②
申
請
前
に
環
境
課
へ
連
絡
し
、
ハ
チ
の

種
類
の
確
認
作
業
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

③
申
請
書
兼
報
告
書
の
提
出
時
に
、
巣
の

除
去
を
業
者
に
委
託
し
、
除
去
が
完
了
し

て
い
る
こ
と
。

④
同
一
の
人
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
は
、

年
一
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
額
▼
補
助
金
の
額
は
、
ス
ズ
メ

バ
チ
の
巣
を
除
去
し
た
費
用
の
１
／
２
の

③
除
去
後
の
巣
が
あ
っ
た
場
所
の
写
真

④
除
去
し
た
場
所
の
位
置
図

⑤
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

申
請
書
は
、
環
境
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
建
設
埼
玉
　
桶
川
地
区
本
部
　
様

　
現
金

　
㈱
ト
ー
ハ
ン
　
ト
ー
ハ
ン
従
業
員
組
合

桶
川
支
部
　
様

　
絵
本　

34
冊

　

詳
し
く
は
詩
契
約
管
財
課

　

市
民
な
ど
と
企
業
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
に
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

桶
川
炭
の
会
　
様

　

緑
化
に
対
す
る
善
意
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
４月

　2月の週末2週連続で大雪に見舞われました。特に15日の土曜日を
中心とした積雪は、熊谷気象台の観測開始以来最大の積雪62センチを
記録し、秩父では、集落が孤立化し自衛隊の災害派遣が行われるなど、
これまでこのような雪に見舞われたことのない埼玉県としては異例の
ことでした。
　桶川市内でも高崎線の運休により駅に停車中の車内で乗客が一夜を
明かす事態が発生し、翌朝JRの要請により、市から食料の支援を行っ
たところです。
　また、15･16日とも職員が早朝から夕方まで、庁舎や駅周辺のほか、
幹線道路の除雪等の対応に追われました。私も東口駅通りの雪かきの
応援に駆けつけましたが、除雪した雪の捨て場もなく、雪害に対する
脆さを感じました。
　また、積雪によるビニールハウスなどの農業施設やカーポートが倒
壊するなどの被害が報告され、市としても被害のあった販売農家に対
する見舞金やカーポート廃材の無料受け入れの支援を速やかに実施し
たところです。
　近年、温暖化の影響による局地的豪雨や竜巻などの異常気象による
災害が県内でも発生しています。
　今回の雪害を教訓として、今年度の地域防災計画の見直しにあたり、
新たな災害対応の必要性を感じました。

桶川市長　     

　 動 報 告

分庁舎の雪かき

市長元気通信 かつ
どう ほう こく

vol.10

皆
様
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
交
付

制
度
の
ご
案
内

市
税
な
ど
の
口
座
振
替
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

桶
川
市
ス
ズ
メ
バ
チ
除
去
費
補
助
制

度
の
ご
案
内

「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
へ
の
寄

附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

運休中の高崎線 東口駅通り
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法
務
局
（
☎
859
―
３
５
０
７
）
で
も
、
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　

生
涯
学
習
文
化
財
課
で
は
、
市
民
の
生

涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、
学
習
機
会

の
情
報
を
ま
と
め
た
『
生
涯
学
習
ガ
イ

ド
』を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
（
公

民
館
・
図
書
館
な
ど
）
に
配
置
し
て
い
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

問
合
せ
詩
生
涯
学
習
文
化
財
課

　

４
月
１
日
付
け
で
、
佐
藤
啓
一
さ
ん
が

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
人
権
擁
護

委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　

市
で
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

６
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
基
本
的
人
権

擁
護
と
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図

る
た
め
、
啓
発
活
動
や
人
権
侵
犯
事
件
の

被
害
者
救
済
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
一
環
と
し
て
人
権
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
人
権
問
題
を
は
じ

め
、
相
続
・
離
婚
・
こ
ど
も
の
い
じ
め
や

体
罰
な
ど
日
常
生
活
で
お
困
り
の
人
は
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
５
月
13
日
㈫
午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

　

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

　

こ
の
相
談
日
の
ほ
か
、
さ
い
た
ま
地
方

　

誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
の

被
保
険
者
（
現
役
並
み
所
得
者
を
除
く
）

の
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
自
己

負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

　

適
用
は
70
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
以
後
の
診
療
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
に
達
す
る
日
の
属

す
る
月
に
郵
送
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課

　

介
護
保
険
の
認
定
調
査
を
行
う
登
録
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
▼
①
介
護
支
援
専
門
員
②
保

健
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護
福
祉
士

で
あ
っ
て
当
該
資
格
に
係
る
業
務
に
従
事

し
た
期
間
が
５
年
以
上
あ
る
人

　

職
務
▼
要
介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問
調

査
　

募
集
人
員
▼
若
干
名
、
週
２
～
３
日
で

３
～
４
時
間
の
勤
務
可
能
な
人

　

申
込
み
▼
調
査
員
登
録
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
資
格
証
（
写
）
と
合

わ
せ
て
高
齢
介
護
課
へ
。

　

問
合
せ
詩
高
齢
介
護
課

《
運
動
の
基
本
》

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

《
全
国
重
点
目
標
》

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

《
埼
玉
県
重
点
目
標
》

○
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止

　
「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」
に
と
ら
わ

れ
ず
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
―
男
女
共
同
参
画
社
会
―
の
実
現
に

向
け
、
共
に
活
動
す
る
市
民
・
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

　

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
施
策
な

ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

募
集
人
員
▼
男
女
各
１
人

　

申
込
み
▼
応
募
動
機
、
ま
た
は
「
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
と
題

し
、
400
字
以
内
で
記
入
し
、
５
月
９
日
㈮

ま
で
。

　

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
編
集
委
員　
　

　

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
情
報
紙

「
か
が
や
き
」
の
企
画
、
取
材
、
編
集
、

発
行
を
行
い
ま
す
。

　

募
集
人
数
▼
５
人

　

申
込
み
▼
５
月
30
日
㈮
ま
で

　

グ
ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
事
業
対
象
団
体　

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

活
動
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
に
活
動
費
の
助

成
を
し
ま
す
。

　

助
成
額
・
助
成
団
体
数
▼
限
度
額
５
万

円
・
１
団
体

　

申
込
み
▼
５
月
30
日
㈮
ま
で
（
多
数
抽

選
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
詩
人
権
・
男
女
共
同

参
画
課

　

手
当
額
は
、
毎
年
の
物
価
の
変
動
に
応

じ
て
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
全

国
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
比
が
公
表

さ
れ
た
結
果
、
特
例
水
準
の
段
階
的
な
解

消
と
あ
わ
せ
て
、
４
月
か
ら
手
当
月
額
が

次
の
と
お
り
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。　

佐藤　啓一さん

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

～アライグマ情報をお知らせください～

　市内でも、急激にアライグマの出没情報が増
えています。
　人家に住み着き、農作物を食い荒らすなどの
被害が多く発生しています。
　市では、県や県内市町と連携して被害対策を
行っていますが、特に繁殖期にあたるこれから
の時期の対策が重要になりますので、自宅や近
所で見かけたり、被害がありましたらどう猛な
ので、むやみに手を出すことはやめて、環境課
まで連絡ください。
※外見が良く似ているタヌキ、ハクビシンは、
　狩猟免許を取得していないと捕獲できません
　ので、専門業者に依頼してください。

詳しくは至環境課

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
委
員
・
団

体
を
募
集
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
額
の
改
定

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

介
護
認
定
調
査
員
の
登
録
者
募
集

人
も
車
も
自
転
車
も　
安
心
・
安
全

埼
玉
県　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
／
６
～
15

《
桶
川
市
重
点
目
標
》

○
新
入
学
児
童
お
よ
び
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

　

と
き
▼
４
月
23
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

　

教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴
を
希
望
す

る
人
は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会

場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場
合
は
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
次
回
の
教
育

委
員
会
は
、
５
月
21
日
㈬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

桶
川
市
教
育
委
員
会
第
４
回
定
例
会

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ
～
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
ご
相
談
を
～

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
（
４
月
～
７
月
）

を
活
用
く
だ
さ
い

手当名称 改定前 改定後

特 別
障 害 者 手 当 26,080円 26,000円

障 害 児
福 祉 手 当 14,180円 14,140円

福 祉 手 当
（経過措置分） 14,180円 14,140円

改定前 改定後
全 部 支 給 41,140円 41,020円

一 部 支 給 41,130円
～9,710円

41,010円
～9,680円

改定前 改定後
1 級 50,050円 49,900円
2 級 33,330円 33,230円

特別障害者手当等（5月振込み分から）児童扶養手当月額（8月振込み分から）

特別児童扶養手当月額（8月振込み分から）

※第２子の月額5,000円、第３子以降について１人
につき月額3,000円の加算は変更ありません。

種　類 全血献血(200ml・400ml)
と　き ４月17日(木)
ところ 駅西口

時　間 午前10時～11時45分
午後１時～４時

対　象

16歳～69歳の健康な人
※400mlは男性17歳以上
　　　　　女性18歳以上
※�65歳以上の人は、60歳
～64歳に献血したこと
のある人に限ります。

主　催 桶川ロータリークラブ

４月の献血

坂田保育所耐震補強工事のお知らせ
　坂田保育所は４月から約４か月間の予定で耐震補強
工事を行います。利用者や付近にお住まいの人にはご
迷惑をおかけしますが、ご理解のほどお願いします。
なお、工事期間中は坂田東地内の仮設施設において、
保育所を運営します。

※電話・FAX番号は変更ありません。
※保育所に設置してあるAEDも、仮設施設に移動し
ますので、注意ください。
詳しくは至保育課

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ｎ

・

坂田保育所

北保育所

・

・ ・

・

 2

坂田 

桶川東中学校前 

12

17

北１丁目

桶川東中
桶川東小

坂田弁天公園

仮設施設設置場所

坂田弁天公園

★
仮設施設設置場所

　

問
合
せ
詩
こ
ど
も
支
援
課
・
障
害
福
祉
課
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 緯786-3211
鯖786-9866

桶川市
教育委員会

緯728-4111
鯖728-7353

桶川市保健
センター

緯786-1855
鯖786-0096

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

去
に
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
課

程
」
を
修
了
し
て
い
る
人
ま
た
は
、
同
等

の
手
話
技
術
を
習
得
し
て
い
る
人

　

定
員
▼
20
人
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

平
成
25
年
度
の
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

「
入
門
課
程
」
修
了
者
を
優
先

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
４
月
23
日
㈬
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
希
望
動
機
を
記
入
し
、

桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
〒
363
―
0012
末

広
２
―
８
―
８
）
へ
。

　

問
合
せ
詩
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

728
―
２
２
２
１

と②
受
講
開
始
日
現
在
に
お
い
て
、
雇
用
保

険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
資
格

を
有
し
て
い
な
い
こ
と

③
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に
つ

く
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と

　

対
象
講
座
▼
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓

練
給
付
の
指
定
訓
練
講
座
（
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
講
座
の
確
認
が
で
き
ま
す
。）

　

支
給
額
▼
対
象
講
座
の
受
講
料
の
20
％

相
当
額
（
４
，
０
０
１
円
以
上
か
ら
10
万

円
を
上
限
）

　

詳
し
く
は
詩
こ
ど
も
支
援
課

　

載
し
て
い
る
ほ
か
、
直
接
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
保
険
年
金
課

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

家
庭
の
父
の
就
業
支
援
お
よ
び
生
活
安
定

を
促
進
す
る
た
め
、
就
業
に
結
び
つ
く
資

格
取
得
を
目
的
と
し
た
養
成
機
関
で
修
学

し
た
人
に
、
そ
の
一
定
期
間
に
お
い
て
高

等
技
能
訓
練
促
進
費
等
を
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
で

あ
っ
て
、
次
の
支
給
要
件
の
全
て
を
満
た

す
人

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

か
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ

と②
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
学
し
、
対
象
資
格
の
取
得

が
見
込
ま
れ
る
こ
と

③
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
学
の
両
立
が
困

難
な
こ
と

④
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤
過
去
に
本
事
業
の
給
付
金
を
受
給
し
て

い
な
い
こ
と

　

対
象
資
格
▼
就
職
の
際
に
有
利
と
な
る

も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
法
令
の
定
め
に

よ
り
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
の
カ

　

聴
覚
障
害
者
の
生
活
お
よ
び
関
連
す
る

福
祉
制
度
に
つ
い
て
理
解
と
知
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
で
必
要
と
す
る

手
話
語
彙
と
表
現
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

と
き
▼
５
月
～
12
月
上
旬
の
毎
週
土
曜

日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
（
全
31

回
）

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

　

対
象
▼
平
成
25
年
度
桶
川
市
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
「
入
門
課
程
」
修
了
者
、
過

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
の

補
助
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
～
国
民
健

康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
ご
加
入
の
皆
さ
ん
へ
～

　

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
検
診
を
受

け
た
場
合
、
検
診
費
の
一
部
を
次
の
と
お

り
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
▼
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
、

保
険
税
・
保
険
料
の
滞
納
の
な
い
人

　

補
助
額
▼
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
い

ず
れ
か
一
方
の
検
診
費
の
７
割
（
上
限

２
万
５
千
円
）
を
年
度
内
１
回
補
助
し
ま

す
。

　

申
請
方
法
▼

【
桶
川
市
・
北
本
市
・
伊
奈
町
の
指
定
医

療
機
関
で
の
検
診
】
受
給
者
証
の
提
出
で
、

検
診
費
か
ら
補
助
額
を
差
し
引
い
た
額
の

支
払
い
に
な
り
ま
す
。
予
約
後
、
検
診
前

に
保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
保
険
年
金

課
に
補
助
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
の
検
診
】検
診
後
、

領
収
書
を
保
管
し
、
検
診
結
果
が
出
ま
し

た
ら
、
保
険
証
、
印
鑑
、
検
診
費
の
領
収

書
、
検
診
結
果
、
振
込
口
座
が
わ
か
る
も

の
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
に
補
助
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
検
診
項
目
や
検
診
費
用
は
各
医
療
機
関

で
異
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
医
療
機
関
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
医
療
機
関
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成26年
1月末

平成25年
1月末

対前年
同月比

件　　数 27件 23件 ４件

死　者　数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 37人 28人 ９人

スマホ手に　車や自転車　事故のもと

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
を

対
象
に
し
た
就
業
促
進
の
た
め
の
給

付
事
業
に
つ
い
て

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
学
す
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
も
の
（
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
な
ど
）

　

支
給
期
間
▼

【
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
】
修
学
す
る
期

間
の
全
期
間
（
上
限
２
年
）

【
入
学
支
援
修
了
一
時
金
】
養
成
機
関
に

お
け
る
修
学
の
修
了
日
以
後

　

支
給
金
額
▼

【
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
】
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
：
月
額
10
万
円

市
町
村
民
税
課
税
世
帯
：
月
額
７
万
500
円

【
入
学
支
援
修
了
一
時
金
】
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
：
５
万
円

市
町
村
民
税
課
税
世
帯
：
２
万
５
千
円

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

家
庭
の
父
の
就
業
支
援
を
推
進
す
る
た
め

に
雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
資

格
を
有
し
て
い
な
い
人
が
指
定
教
育
講
座

を
受
講
し
、
修
了
し
た
場
合
、
経
費
の
一

部
を
支
給
し
ま
す
。
受
講
を
開
始
す
る
前

に
、
講
座
の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
受
講
前
に
相
談
く
だ
さ

い
。

　

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
で

あ
っ
て
、
次
の
支
給
要
件
の
全
て
を
満
た

す
人

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

か
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
基
礎
課
程
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

桶川市のごみのゆくえ
ごみの種類

（平成24年度ごみ量） 中間処理 リサイクル 埋め立て処分

　

皆
さ
ん
の
出
し
た
ご
み
が
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
焼
却
ご
み
や
埋
立
ご
み
の

減
量
を
目
的
と
し
て
、
平
成
14
年
か
ら

現
在
の
ご
み
分
別
収
集
を
実
施
し
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
成
果
を
あ
げ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
燃
や
せ
る
ご
み
の

中
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
の
混

入
が
一
部
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
は
分
け
れ
ば
資
源
に
な
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
と
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効

活
用
の
た
め
、
引
き
続
き
ご
み
の
分
別

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
桶
川
市
ご
み
分
別
一
覧
表
を
作
成
し
ま

し
た
】

　

分
別
の
際
の
注
意
事
項
や
排
出
区
分

　微小粒子状物質（PM2.5）とは、大気中に浮遊する粒
子状物質であって、直径2.5マイクロメートル以下（1
マイクロメートルは0.001ミリメートル）の微粒子のこ
とをいいます。ＰＭ2.5の大きさは髪の毛の太さの30分
の1程度です。
　ＰＭ2.5の濃度の日平均値が70マイクログラム／1㎥
を超えると予測された場合、健康への影響が懸念されま
す。そのため県では、毎日午前８時と正午にこの値を超
えるおそれがあるかどうかを予測し、ホームページにて
お知らせしています。また、市では、防災無線でお知ら
せします。
　日平均値が70マイクログラム／1㎥を超えると予測さ
れた場合、以下の点に注意ください。
・不要不急の外出をできるだけ減らすこと。
・屋外での長時間の激しい運動をできるだけ減らすこと。
・換気や窓の開閉を必要最小限にすること。

関連ホームページ
・本日のPM2.5測定結果（県ホームページ）
・微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に関する情報（環境省ホー
ムページ）
問合せ至環境課

微小粒子状物質（PM2.5）に注意しましょう

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
問
合
せ
詩
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

な
ど
を
記
載

し
た
も
の
で
、

ご
み
の
出
し

方
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
し
て

利
用
で
き
る

も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
と

あ
わ
せ
て
配

布
し
ま
す
の

で
、
ご
み
分

別
の
参
考
に

活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
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情報ステーション
OKEGAWA Information Station

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 緯786-3211
鯖786-9866

桶川市
教育委員会

緯728-4111
鯖728-7353

桶川市保健
センター

緯786-1855
鯖786-0096

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【
利
用
申
込
受
付
期
間
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
】

※
受
付
開
始
日
に
限
り
抽
選
を
行
い
ま
す

（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
、
９
時
抽
選
）。

正
午
か
ら
は
通
常
の
受
付
で
す
。

　

申
込
み
▼
（
公
財
）
け
や
き
文
化
財
団

☎
789
―
１
１
１
３

【
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ
】

　

市
民
ホ
ー
ル
は
、
開
館
か
ら
16
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
平
成
27
年
度
に

改
修
工
事
を
実
施
予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
利
用
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
休
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

休
館
予
定
期
間
▼
平
成
27
年
７
月
中
旬

～
12
月
末
（
工
事
内
容
な
ど
に
よ
り
、
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
詳
細
は
、
広
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

　

受
験
資
格
▼

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
次

に
掲
げ
る
人

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見
込

み
の
人

⑵
人
事
院
が
⑴
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
た
人

　

試
験
日
▼
【
第
一
次
試
験
】
６
月
８
日

㈰
【
第
二
次
試
験
】
７
月
15
日
㈫
～
23
日

㈬
の
い
ず
れ
か
の
日
（
一
次
試
験
合
格
通

知
で
指
定
し
ま
す
）

　

試
験
の
程
度
▼
大
学
卒
業
程
度

　

申
込
み
▼

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
（
原
則
）】

　

４
月
１
日
㈫
午
前
９
時
～
14
日
㈪
に

「
国
家
公
務
員
採
用
試
験
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
」
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
説

明
に
従
っ
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
《
受
信

有
効
》。

国
税
専
門
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

【
郵
送
ま
た
は
持
参
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
）】

　

４
月
１
日
㈫
、
２
日
㈬
に
希
望
す
る
第

一
次
試
験
地
に
対
応
す
る
国
税
局
ま
た
は

国
税
事
務
所
へ
《
消
印
有
効
》。

　

問
合
せ
詩
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

に
つ
い
て
】
人
事
院
人
材
局
試
験
課
（
☎

03
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１
）【
そ
の
他
】

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
（
☎
600
―

３
１
１
１
）
※
ど
ち
ら
も
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給
付
の
継

続
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

対
象
▼
受
給
者
証
を
持
ち
、
引
き
続
き

治
療
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
人

　

受
付
期
間
▼
５
月
９
日
㈮
～
６
月
13
日

㈮
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

　

受
付
場
所
▼
鴻
巣
保
健
所

　

必
要
書
類
▼
申
請
書
、
医
療
意
見
書
、

生
計
中
心
者
の
所
得
税
関
係
証
明
書
な
ど

※
受
給
者
証
に
記
載
の
住
所
地
を
管
轄
す

る
保
健
所
か
ら
申
請
に
必
要
な
書
類
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
鴻
巣
保
健
所
☎
048
―
541
―
０

２
４
９

　　　　　スポーツ安全保険のご案内
対象▶スポーツ活動や文化活動・ボランティア活動などを行う５人
以上の団体で、その活動中とそのための往復中の事故などによって
傷害を被った場合に補償されます。
掛金（１人年額）▶
Ａ１＝８００円
中学生以下／スポーツ・文化・ボランティア・地域活動
ＡＷ＝１，４５０円
中学生以下／上記活動に加え、個人活動・個人練習も補償する子ど
もワイド
Ａ２＝８００円
高校生以上／文化・ボランティア・地域活動・団体員の送迎・応援・
準備・片付け
Ｃ＝１，８５０円
高校生以上／スポーツ活動・スポーツ活動の指導
ＡＣ＝１，３００円
高校生以上／子どものスポーツ活動の指導限定
※Ｃ区分でも加入可
Ｂ＝１，０００円
65歳以上／スポーツ活動
※Ｃ区分でも加入可
※スポーツ活動を行わない場合は、Ａ２区分
Ｄ＝１１，０００円
危険度の高いスポーツ活動
◆学校管理下の活動は対象外となります。
◆詳細は、（公財）スポーツ安全協会のホームページまたは、（公財）

スポーツ安全協会埼玉県支部へ問い合わせください。「スポーツ
安全保険のしおり」または「あらまし」にて、内容を確認ください。

加入申込書配布先▶市役所、スポーツ振興課、サン・アリーナ、　
川田谷生涯学習センター、各公民館
問合せ至（公財）スポーツ安全協会埼玉県支部（県体育協会内）
　　　　☎048－779－9580

平成26年度

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
問
合
せ
詩
大
宮
年
金
事
務
所
☎
652
―
３
３
９
９
ま
た
は
、
保
険
年
金
課

施　設　名
利用申込受付期間

市内など（※） それ以外
ホール、ギャラリー   1年前～10日前

左記より
１か月遅れ
で受付開始

リハーサル室（プチホール） 
練　習　室 ９か月前～前日

会　議　室	 ６か月前～前日

利用申込受付期間

（※）桶川市、北本市、鴻巣市に住所を有する人

※受付開始日が休館日の場合は、翌開館日

◎1年前（○か月）とは、利用希望日が属する月の1年（○か月）前の月初日となります。	

利用申込受付開始日
平成26年4月1日

利用希望日
平成27年4月12日

市
民
ホ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き
が
簡
単

に
!

　

学
生
も
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
本
人
の
収
入
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

た
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

（
は
が
き
）
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
同
一

の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、
記
入
し
て

返
送
す
る
だ
け
で
す
。
※
学
校
な
ど
が
変

わ
っ
た
人
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
で
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る

人
は
、
保
険
年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

持
ち
物
▼
学
生
証
、
印
鑑
、
年
金
手
帳

（
交
付
済
の
場
合
）

【
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
】

○
特
例
対
象
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
死
亡
の
場
合
は
、
遺
族
（「
子
の
あ

る
妻
（
夫
）」
と
「
子
」）
に
は
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
を
す
る
こ
と

で
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す

る
保
険
料
の
額
は
、
２
年
度
を
経
過
す
る

と
、
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が

つ
き
ま
す
。

 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

・
学
生
で
は
な
い
20
代
の
人
は
、
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
収
入
が
一
定
額
以
下
の
と

き
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
（
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
）
が
あ
り
ま
す
。

・
申
請
し
て
、
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
学

生
納
付
特
例
制
度
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま

す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
万
５
，
２
５
０
円
で
す
。
納
付
の
方
法

は
、
口
座
振
替
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
並
び
に
納
付
書
（
現
金
）
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
場
合
は
、
金
融
機
関
で
の
手

続
き
が
、
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
の
場
合
は
申
し
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

ど
ち
ら
の
方
法
で
も
、
月
毎
と
前
納
で
納

付
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
納
付
書

（
現
金
）
で
１
年
前
納
を
す
る
場
合
は
、

４
月
30
日
㈬
ま
で
と
な
り
ま
す
。

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納

期
間
が
あ
る
人
へ

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
（
※
）
が
受
け
ら
れ
る
期
間

は
、
申
請
の
直
前
の
７
月
（
学
生
納
付
特

例
は
直
前
の
４
月
）
ま
で
の
１
年
以
内
で

し
た
が
、
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２

年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

【
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も

拡
大
さ
れ
ま
す
】

　

災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免
除

（
特
例
免
除
）
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
申
請

時
点
の
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
災
害
・
失

業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業
な
ど
の
前

月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど
が
あ
っ
た
年
の

翌
々
年
６
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
特

例
免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。（
平
成
26
年
３
月
以
前
に
あ
っ
た
災

害
・
失
業
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
過
去

分
の
審
査
対
象
期
間
は
、
２
年
１
か
月
前

ま
で
で
す
）

　

申
請
方
法
▼

　

保
険
年
金
課
ま
た
は
大
宮
年
金
事
務
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
）「
免
除
」
と
は
、
全
額
免
除
、
一
部

免
除
（
３
／
４
、
半
額
、
１
／
４
）、
若

年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
こ
と

で
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

○
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅

れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
や
失
業
な
ど
の
特
例
免

除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基

づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除
が

承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配
偶

者
お
よ
び
世
帯
主
、
若
年
者
納
付
猶
予
は

配
偶
者
に
つ
い
て
も
所
得
審
査
を
行
い
ま

す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が
失
業
な
ど
に
該

当
す
る
場
合
も
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
受
給
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料

の
法
定
免
除
を
う
け
て
い
る
人
へ

　

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
な
ど
に
よ
り
法

定
免
除
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
４
月
か
ら

保
険
料
を
通
常
納
付
で
き
る
「
納
付
申
出

制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
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4月 ●桶川市役所／緯７８６－３２１１　姉７８６－９８６６
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遺
言
の
日
記
念
相
続
問
題
相
談
会

　

埼
玉
弁
護
士
会
で
は
、
遺
言
の
日
を
記

念
し
て
、
弁
護
士
が
無
料
で
遺
言
お
よ
び

相
続
に
関
す
る
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

と
き
▼
４
月
19
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
（
浦
和
区
高
砂
）

　

申
込
み
▼
不
要

　

問
合
せ
詩
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
710
―
５
６
６
６

　

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
協
議
離
婚
、

農
地
転
用
、
各
種
許
可
申
請
、
会
社
設
立

な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
書
士
に
よ
る
街
頭

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
き
▼
４
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

４
時

　

と
こ
ろ
▼
上
尾
駅
自
由
通
路

　

申
込
み
▼
不
要

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
行
政
書
士
会
上
尾
支

部
☎
776
―
３
３
６
７

　

内
容
▼
講
義
、
介
護
１
日
体
験
な
ど

※
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
５
月
17
日
㈯
、
31
日
㈯
、
６
月

14
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
正
午 「私たちは、明治・大正・昭和と時代の移り変わりを

記録として残していきたいと考えています」だいすき おけがわ!!

　市では、むかしの町並みや田園風景、近所のお祭りなど身近な出来事の写真を大募集しています。
　皆さんから寄せられた写真は、桶川市の貴重な資料として活用していく予定です。
　大切に保存されているアルバムの写真で提供できるものがありましたら、ぜひお貸しください。
　※写真・ネガ・データいずれも可能です。原本はお返しします。

【昭和39年】
　当時の駅舎は、線路の東側にしかあり
ませんでした。西側からは、線路を越え
て来る必要がありました。

【現在】
　橋上駅となり、東口・西口のある桶川
駅。現在の形になったのは、昭和58年
です。

昔の駅

今の駅

実際に市役所に提供された写真をご紹介します。
◎桶川駅の移り変わり

　

市
で
は
、
商
店
街
の
振
興
を
目
的
と
し

て
、
市
内
６
商
店
街
の
空
店
舗
を
活
用
し

て
新
た
に
お
店
を
営
業
し
よ
う
と
す
る
人

を
対
象
に
、
改
装
費
や
家
賃
に
対
し
て
補

助
を
し
ま
す
。

※
小
売
業
（
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
除
く
）
ま
た
は
一
般
飲
食
店
（
主

と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
提
供
し
な
い

も
の
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
改
装
費
補
助
を
受
け
る
場
合
の
施
工
業

者
は
、
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
住
所
を
有

す
る
業
者
に
限
り
ま
す
。

　

申
込
受
付
▼
４
月
７
日
㈪
～
５
月
９
日

㈮
※
こ
の
期
間
内
に
申
し
込
み
が
無
か
っ

た
場
合
、
そ
の
後
の
受
付
は
、
随
時
行
い

ま
す
。
ま
た
、
補
助
の
決
定
に
は
審
査
な

商
店
街
の
空
店
舗
を
活
用
し
ま
せ
ん

か
？

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
を
希

望
す
る
人
は
、
説
明
会
に
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　

入
会
で
き
る
人
▼
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

　

説
明
会
日
程
▼
①
４
月
15
日
㈫
②
５
月

20
日
㈫
③
６
月
17
日
㈫
④
７
月
15
日
㈫
⑤

８
月
19
日
㈫
⑥
９
月
17
日
㈬
※
各
午
前
９

時
か
ら

　

説
明
会
会
場
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
北
１
―
12
―
10
）

　

詳
し
く
は
詩
桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
777
―
１
９
２
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

行
政
書
士
無
料
相
談

平
成
26
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

６
月
19
日
㈭
、
24
日
㈫
、
７
月
２
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校

　

対
象
▼
特
別
支
援
教
育
、
肢
体
不
自
由

教
育
に
関
心
の
あ
る
人

　

定
員
▼
15
人

　

費
用
▼
300
円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

代
）

　

申
込
み
▼
５
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

（
049
―
297
―
７
７
５
３
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
049
―

299
―
２
９
１
５
※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
希

望
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
）、
ま
た
は

直
接
、
学
校
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特

別
支
援
学
校

　

ネットで求人情報の検索ができます
　勤労福祉会館ではハローワークや彩の国仕事発見
システムによる求人情報の検索ができます。
　予約は不要ですが、お待ちいただく場合もあります。
　また、パソコンの使い方が分からないという人でも、
職員がサポートしますので、気軽に利用ください。
とき▶月・水・木・金（休館日を除く）午前10時～
午後４時（１回の利用は30分程度）
ところ▶勤労福祉会館　
利用料▶無料
詳しくは至産業観光課

桶川市勤労者住宅資金貸付制度

◎対象
①市内に居住し、または居住しようとしている勤労者
（自営業者を除く）で、同一事業所に１年以上勤務して
いる人。
②資金の貸付を受けようとする時の年齢が20歳以上60
歳以下であって、かつ、償還を完了する時の年齢が70
歳（無担保の貸付けにあっては65歳）以下である人。
③市県民税を完納している人。
④家族収入を含み借入金を返済しながら生活しうる人。
資金の用途▶利用申込者が市内に居住するための新築、
増改築（耐震改修を含む）、購入（中古住宅・マンショ
ンを含む）および宅地の取得資金。
　家屋は建築基準法に適合し、宅地は100㎡以上あるこ
と（投資目的を除く）
貸付限度額▶2,500万円（無担保は500万円）
貸付利率▶
　変動金利1.865 ％（無担保は固定金利2.2 ％、変動金
利2.715％）
貸付期間▶30年以内（無担保は固定金利10年以内、変
動金利15年以内）
保証人▶労働者信用基金協会の債務保証制度を利用
申込方法▶産業観光課にある「勤労者住宅資金貸付申込
書」で、毎月10日までに申し込みください。
詳しくは至産業観光課

　桶川市中小企業者向け融資制度は、原材料の購入・仕入、
給与賃金の支払いや、車輌・機械の購入、店舗の増改築な
どに利用できます。

※１上記利率の他、保証料が必要となります。
　２融資には審査があり、審査の結果によっては希望に沿 
　　えない場合もあります。
　詳しくは至産業観光課

制度名 特別小口資金 中口資金
利　率 1.75％ 1.80％
使　途 運転 設備 運転 設備
限度額 1250万円 2000万円 3000万円
返済期間 10年 12年 10年 12年
保証人 不　要 個人：不要  法人：代表者１名
担　保 不　要 必要に応じ

中小企業融資制度のお知らせ

補助
区分 対象経費の例 補助額

改装費
内装・外装・
設備設置工事
など

改装費の1/2
　　　　以内
補助額上限
50万円

家　賃

店舗の賃借料
（ 保 証 金、 駐
車場、仲介手
数料などを除
く。)

家賃の1/2
　　　　以内
補助額上限
月５万円
　  （12か月）

◆総合職試験（院卒者試験、大卒程度試験）
　受験案内などのホームページ掲載開始　2月3日㈪
　受付期間（インターネット）4月1日㈫～8日㈫
　第1次試験日　4月27日㈰
◆一般職試験（大卒程度試験）
　受験案内などのホームページ掲載開始　2月3日㈪
　受付期間（インターネット）4月9日㈬～21日㈪
　第1次試験日　6月15日㈰
◆一般職試験（高卒者試験、社会人試験（係員級））
　受験案内などの配布開始　5月12日㈪
　受付期間（インターネット）6月23日㈪～7月2日㈬
　　　　　　（郵送・持参）6月23日㈪～26日㈭
　第1次試験日　9月7日㈰

※総合職試験（院卒者試験、大卒程度試験）および
一般職試験（大卒程度試験）の申込みは必ずインター
ネットにより行ってください。
詳しくは至人事院関東事務局☎740－2006～8

国家公務員募集

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

4日㈮・１1日㈮・25日㈮ 14：00～17：00 
19日㈯ 9：00～12：00
5月2日㈮・9日㈮・23日㈮・30日㈮　
14：00～17：00 17日㈯ 9：00～12：00

市役所相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１0日㈭　＊次回は5月8日㈭
13：00～16：00 市役所相談室

行 政 書 士 相 談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

３日㈭　＊次回は5月1日㈭
13：00～16：00 市役所相談室

不動産相談（予約制） 宅地建物取
引 主 任 者 不動産の売買、賃貸借契約等についての相談 23日㈬

13：00～16：00 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

１9日㈯
9：00～12：00

市役所第２会議室
電話可　緯786-3211

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

4日㈮　＊次回は5月9日㈮
10：00～12：00 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通緯786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 7日㈪、21日㈪

10：00～16：00 アソシエ（さくらフレンド内）
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談

8日㈫
9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水・金曜日（祝日を除く）

10：00～1５：00
勤労福祉会館
直通緯773-1121（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

市役所南庁舎2階
電話可　緯786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話可　直通緯777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
緯787-5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：00～17：00

桶川市教育センター
直通緯786-3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通緯72８-２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

13：00～15：00 地域福祉活動センター
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